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  町では、要援護高齢者、ひとり暮らし高齢者及びその家族などに対し、要介護

状態などにならないための介護予防事業、在宅での生活を支援するための在宅生

活支援事業などを行うことにより、在宅の高齢者のみなさんが可能な限り、地域

で自立した日常生活を営むことができるよう支援しています。

　以下をご覧いただき、お気軽にご相談・ご参加ください。

平成 20 年度 介護予防 事業のご案内

介護予防特定高齢者事業
①　特定高齢者を対象に、 通所型の介護予防教

　室を目的別に行います。

　　ａ 運動機能の向上

  　ｂ 栄養改善

  　ｃ 口腔機能の向上

  　ｄ 閉じこもり ・ 認知症 ・ うつ予防

②　特定高齢者 （要介護状態などになるおそれの

　高い 65 歳以上の方）

③　上記ａ ・ ｄの事業　1 回 300 円

　　 上記ｂ ・ ｃの事業　無料

 ３Ｂ体操
①　ストレッチ体操、 ボール ・ ベル ・ ベルター　

　を使って音楽にあわせて体を動かします。

②　40 歳以上の方

③　無料

①内容　②対象者　③利用料金①内容　②対象者　③利用料金

介護予防

 健康ウォーキング
①　健康づくりを目的として町内を歩きます。

②　40 歳以上の方

③　無料

 ＩＡＤＬ （日常生活関連動作） 訓練
①　地域の集会所などで、栄養士などが日常

　生活動作（調理など）の指導を行います。

②　おおむね 65 歳以上の方

③　無料

 生きがい活動支援事業
①　地域の集会所などで、 閉じこもり ・ 認知症

 予防を目的にレクリエーションなどを行います。

②　おおむね 65 歳以上の方

③　1 回 300 円以内

 水中ウォーキング教室
①　生活習慣病予防のための運動指導を効果的

  に行います。 プールの中を歩く運動で、 だれで

  も簡単にできて運動不足の解消になります。

②　40 歳以上の方

③　1 クール (10 回 )3,000 円

 転倒予防教室
①　地域の集会所などで、 転倒予防のために、

  医師、 保健師などが生活指導や運動機能訓

  練を行います。

②　おおむね 65 歳以上の方

③　無料

 高齢者食生活改善事業
①　高齢者の食生活を改善、 支援するための

  料理講習や食事の提供を行います。

②　おおむね 65 歳以上の方

③　無料

地域で自立した生活を送るために
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 外出支援サービス事業

①　移送用車両により利用者の居宅と医療機関と

　の間を送迎します。 利用回数は、 週１回を限　

　度とします。 （ただし、 人工透析の場合は、 週

　２回を限度とします。）

② ●介護保険の要支援または要介護と認定され

　　た方で、 一般の公共交通機関を利用すること

　　が困難な方

　  ●身体障害者手帳 「１級」、 「２級」 （下肢機

　　能障害は 「３級」、 「４級」 を含む）、 療育手

    帳、 精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方

    で、 一般の公共交通機関を利用することが困  

    難な方

③　片道　 0 ～ 5km 未満　　200 円

　　　　    5 ～ 10km 未満　　300 円

　　　　　10 ～ 15km 未満　　500 円

　　　　　15 ～ 20km 未満　　700 円

　　　　　20 ～ 25km 未満　　900 円

　　　　　25 ～ 30km 未満　1,000 円

　　　　　30 ～ 35km 未満　1,200 円

※ 福祉タクシー事業との併用はできません。

 食の自立支援事業 （配食サービス）

①　調理が困難な高齢者などに対して、 居宅    

　に訪問して栄養バランスのとれた食事 （夕食

　弁当） を提供するとともに安否確認を行いま

　す。 （週 5 回以内）

②　65 歳以上の高齢者のみの世帯またはこれ

　に準ずる世帯に属する高齢者及び身体障害者

③　1 食 300 円 （おかずのみ 190 円、 減塩 ・

　 低カロリー食 550 円あり）

在宅生活支援

 軽度生活援助事業

①　軽易な日常生活上の援助を行い、 高齢者

　の自立した生活を支援します。 利用回数は、

　週 1 回を限度とします。

　　ａ　外出時の付添い、 食材の買物、 寝具類

　　　　などの洗濯、 健康管理 ・ 栄養管理の助

　　　　言など （1 回 30 分以上 1 時間未満）

　　ｂ　庭 ・ 生垣などの手入れ、 家屋の軽微な　

　　　修繕、 除雪など （1 回２時間程度）

②　日常生活の援助が必要な方で、 65 歳以　

　上の町民税非課税の高齢者のみの世帯の方　

③　上記ａの事業 ： 　1 回 300 円

　　 上記ｂの事業 ： 　1 回 200 円

 緊急通報体制整備事業

①　ひとり暮らし高齢者の急病や、 火災などの緊

　急時に、 迅速かつ適切な対応を図るため、 緊　

　急通報装置の貸与を行います。

② ● おおむね 65 歳以上の高齢者のみの世帯ま

　　　たはこれに準ずる世帯に属する高齢者

　  ●身体障害者のみの世帯またはこれに準ずる

　　　世帯に属する身体障害者

③　実費相当額

■地域で自立した生活を送るために　平成 20 年度介護予防事業のご案内
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 家族介護教室
①　介護方法や、介護者の健康づくりなどの知識・

   技術を習得するための教室を開きます。（年2回）

②　高齢者を介護している家族や近隣の援助者など

③　無料

 家族介護者交流事業
①　日帰り旅行、 施設見学などを活用した介　

　護者相互の交流会に参加することで、 心身の

　リフレッシュを図ります。 （年１回）

②　要介護３以上の高齢者を在宅で介護してい

　る家族

③　無料

家族介護支援

 家族介護用品の支給
①　介護者の負担を軽減するため、 介護用品　

　　（紙おむつ、 尿取りパット、 使い捨て手袋、

　　清拭剤、ドライシャンプーなど）を支給します。

②　要介護４または５で町民税非課税世帯に属

　する高齢者を在宅で介護している家族

③　支給限度額　年額 75,000 円

 福祉タクシー事業
①　利用者の居宅から目的地までの、 往復のタクシー乗車代金の一部を助成します。 ただし、 町外が　

　　目的地の場合は、 最寄の交通機関停留所などを目的地とします。 （月 2 回まで）

②　● 高齢者のみの世帯またはこれに準ずる世帯に属し、 かつ、 次のいずれかに該当する方

　　　　ア　おおむね 65 歳以上で、 一般の交通機関を利用することが困難な方。

　　　　　　（介護保険の 「要介護」 を除く）

　 　　 イ　おおむね 60 歳以上で、 下肢が不自由な方で、 一般の交通機関を利用することが困難な方。

　　 ● 身体障害者手帳 「1 級」、 「2 級」 をお持ちの方

　　 ● 療育手帳 「Ａ」 をお持ちの方

　　 ● 精神障害者保健福祉手帳 「1 級」 をお持ちの方

③　助成額　タクシー乗車代金の３分の２

　※ 外出支援サービスとの併用はできません。

その他 家族介護教室

問い合わせ先　福祉保健課　　　　　 ☎ 0859-54-5207　

　　　　　　　地域包括支援センター ☎ 0859-54-2226

■地域で自立した生活を送るために　平成 20 年度介護予防事業のご案内
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国民健康保険から

医
療
制
度
改
革
に
と
も
な
い

4
月
1
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
制
度
が

　
　
　
　
　
　

一
部
改
正
さ
れ
ま
す

小学校入学前の

子どもの

自己負担割合が2割に

退職者医療制度の

対象年齢が

65 歳未満に

療養病床入院時の

「食費・居住費」負担の

対象年齢が 65 歳以上に

65 歳以上の人の

保険税の年金天引きが

始まります

　乳幼児の医療費を 2 割負担

に軽減する対象年齢が、「3歳

未満」から「義務教育就学（小

学校入学）前」までに拡大され

ます。

　退職者医療制度の対象年齢が

75 歳未満から 65 歳未満に変

わります。退職被保険者本人が

65 歳になりますと、誕生月の

翌月から本人及びその被扶養者

は一般の国保の加入者となりま

す。
　療養病床に入院したときに、

食費と居住費の一部を自己負担

する対象年齢が 65 歳以上にな

ります。

　被保険者全員が６５歳以上

７５歳未満の世帯の国保税納付

について、世帯主の年金からの

天引き（特別徴収）が平成 20

年 4 月から始まります。ただ

し、世帯主が国保被保険者以外

の場合や、年金額が年額 18 万

円未満の場合、介護保険料の天

引きとあわせた額が年金額の 2

分の 1 を超える場合は、天引

きは実施されません。この場合

は、個別に保険税を納めること

になります。（普通徴収）

保健師から 妊婦一般健康診査の

公費助成回数が変わります
受診票が

現在２枚

でしたが、

５枚に

増えます

　妊娠中は、特に気がかりなことがなくても身

体にはいろいろな変化が起こっています。

　特に注意しなければならないのは貧血、妊娠

高血圧症候群、妊娠糖尿病です。

　健康診査で胎児の育ちぐあいや、血圧、尿な

どの状態をみてもらいましょう。

　平成２０年４月１日から妊婦一般健康診査公費助成回数の変更により、受診票の枚数がこれまでの２枚（多

胎の方は７枚）から５枚（多胎の方は１０枚）に増えます。平成２０年３月３１日までに大山町に妊娠届を

された方は、追加で受診票を郵送していますので、ご確認ください。また、妊娠中に転入された方は福祉保

健課までお問い合わせください。

○妊娠したと思ったら早めに医療機関を受診し、妊婦健康診査を必ず受けましょう。
問い合わせ先：福祉保健課

保健師　℡５４－５２０７

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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きょういく
 通 信

社会教育課
☎0859-54-5212

各
団
体
の
活
動
発
表
と
お
し
て

　

交
流
と
研
修
を

〜
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
〜

　

３
月
２
日
（
日
）、
町
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
（
荒
金
恵
美
子
会
長
）

で
は
、
団
体
活
動
に
参
加
す
る
町
内

女
性
お
よ
そ
80
人
を
集
め
研
修
会
を

行
い
ま
し
た
。
同
協
議
会
は
、
県
な

ど
の
上
部
団
体
の
あ
る
婦
人
会
を
は

じ
め
、
食
生
活
改
善
、
男
女
共
同
参

画
、
交
通
安
全
、
商
工
会
、
地
域
活

動
な
ど
の
異
な
る
目
的
を
持
つ
団
体

が
一
つ
に
ま
と
ま
っ
た
特
徴
の
あ
る

女
性
団
体
で
す
。

　

こ
の
日
の
研
修
会
は
午
前
と
午
後

の
２
部
構
成
で
、
午
前
10
時
か
ら
12

時
ま
で
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
い
せ

ん
で
女
性
団
体
活
動
発
表
交
流
研
修

を
行
い
、
そ
の
あ
と
昼
食
を
は
さ
ん

で
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
大
山
公
民

館
で
開
か
れ
た
町
生
涯
学
習
推
進
大

会
に
参
加
し
、
女
性
団
体
の
活
動
を

基
調
と
し
な
が
ら
、
あ
わ
せ
て
個
人

を
高
め
る
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、荒
金
会
長
が「
協

議
会
で
一
つ
に
ま
と
ま
っ
た
私
た
ち

が
交
流
と
親
ぼ
く
を
深
め
て
仲
良
く

し
、
活
動
を
と
お
し
て
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
。
ま
た
今
回
か
ら
、
行
事

の
時
に
は
み
ん
な
の
声
を
合
わ
せ
て

「
大
山
賛
歌
」
を
歌
う
こ
と
に
な
り
、

初
め
て
の
合
唱
が
広
い
会
場
に
大
き

く
響
き
ま
し
た
。

　

活
動
発
表
交
流
研
修
は
、
各
団
体

の
日
ご
ろ
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
合
い
、

お
互
い
の
活
動
へ
の
関
心
や
理
解
を

深
め
て
今
後
の
活
動
に
生
か
そ
う
と

行
わ
れ
た
も
の
で
、
８
団
体
が
発
表

や
展
示
で
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
地
域
を
テ
ー
マ
に
し

た
人
形
劇
や
紙
芝
居
、
ま
た
環
境
問

題
、
健
康
福
祉
な
ど
各
団
体
の
目
的

に
あ
っ
た
視
点
で
の
取
り
組
み
が
あ

り
、
参
加
者
か
ら
「
す
ご
い
ね
」
と

感
嘆
の
声
が
も
れ
ま
し
た
。

　

地
域
で
積
極
的
に
社
会
教
育
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
し
て
、
大
谷
正
巳
さ
ん
（
二

本
松
）
が
、
２
月
24
日
、
伯
耆
町
鬼
の
館
で

開
か
れ
た
鳥
取
県
西
部
地
区
町
村
社
会
教
育

研
究
大
会
で
、
西
伯
郡
社
会
教
育
協
議
会
長

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
谷
さ
ん
は
、
平
成
３
年
か
ら
旧
中
山
町

文
化
財
調
査
委
員
、
平
成
17
年
か
ら
は
町
文

化
財
保
護
審
議
会
委
員
を
歴
任
し
、
平
成
14

年
か
ら
中
山
公
民
館
で
、
色
紙
絵
教
室
の
指

導
者
、
絵
手
紙
講
座
の
指
導
者
と
し
て
、
ま

た
、
中
山
地
区
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー
の
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
週
末
活
動
（
竹
と
ん

ぼ
づ
く
り
・
年
賀
状
づ
く
り
・
紙
飛
行
機
づ

く
り
な
ど
）
の
指
導
者
と
し
て
現
在
も
熱
心

に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
大
会
で
永
年
に

わ
た
り
社
会
教
育
振
興
に
貢
献
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

�

社
会
教
育
振
興
�
貢
献

西
伯
郡
社
会
教
育
協
議
会
長
表
彰

表彰状を手にする

大谷正巳さん

会場には約８０人が

集まりました
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活動成果を発表 ～各地区で公民館まつり～

こうれいふるさと祭り
２月１６日（土）１７（日）

こうれいコミュニティーセンター

なかやま公民館まつり
３月１日（土）２（日）

生活想像館

大山分館まつり
３月８日（土）９（日）

大山農村環境改善センター

　

寒
さ
を
も
の
と
も
せ

ず
�
各
地
区
で
公
民
館
ま

つ
り
が
華
や
か
に
開
か
れ

ま
し
た
�

　

各
会
場
で
は
�
サ
�
ク

ル
が
自
慢
の
作
品
を
展
示

し
た
ほ
か
�
バ
ザ
�
コ
�

ナ
�
�
芸
能
発
表
が
行
わ

れ
�
会
場
内
は
熱
気
で
あ

ふ
れ
ま
し
た
�

息の合った動きで観客を魅了した枕太鼓（なかやま）

展示会場には力作が勢ぞろい（なかやま）

「坊領観光９号線の旅」。熱演が相

次ぎました（だいせん）

きれいなハーモニーが響きました（こうれい）

劇「笠じぞう」。会場は笑いでいっぱい（こうれい）

ジルバを舞台いっぱいに披露（だいせん）

観客をハッピーにした子どもダンス（こうれい）
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名和マラソンフェスタ 2008

ボランティアスタッフ 募集！
名和マラソンフェスタ大会事務局では

５月１８日（日）に開催する「名和マラソンフェスタ 2008」の

ボランティアスタッフを募集しています。

内容 ・本部の補佐（受付や会場案内など）

・駐車場係

・その他希望すること（具体的に教えてください）

・なんでもよい

時間  ５月１８日 ( 日 )　８：００～１３：００（予定）

   ＊当日は弁当を準備します。 申込締切

４
１８／ （金）申込み・問い合わせ先

   大山町教育委員会社会教育課 ( 名和公民館内 )

　　　「名和マラソンフェスタ大会事務局」　☎０８５９－５４－５２１２

平成 20年度 大山町体育協会スポーツ大会予定
月　　日 大　会　名 会　　場

 4 月 29 日 ( 祝 )  第 7 回町民ゴルフ大会  神田ゴルフクラブ

 5 月 18 日 ( 日 )  名和マラソンフェスタ 2008  名和陸上競技場ほか

 6 月  8 日 ( 日 )  第 4 回町春季ペタンク大会  保健福祉センターなわ

 6 月  8 日 ( 日 )  ※西伯郡民体育大会（球技・格技）  郡内会場

 6 月 29 日 ( 日 )  ※西伯郡民体育大会（陸上）  名和陸上競技場

 6 月 15 日 ( 日 )  第 4 回町グラウンドゴルフ大会  大山仁王堂運動公園

 7 月 20 日 ( 日 )  第３回町水泳大会  中山中学校プール

 7 月 27 日 ( 日 )  第 3 回大山高原クロスカントリー大会  大山クロカンコース

 8 月  3 日 ( 日 ）  ※西伯郡民体育大会（水泳）  伯耆町Ｂ＆Ｇプール

   8 月  中旬  ※各地区盆野球大会  各地区会場

 8 月 24 日 ( 日 )  第 4 回町バレーボール大会  大山農業者トレーニングセンター、大山中学校

 9 月  7 日 ( 日 )  第 4 回町ゲートボール大会  大山公民館

 9 月 13 日 ( 土 )  ※西伯郡駅伝競走大会  名和コース

 9 月 24 日 ( 水 )  第８回町民ゴルフ大会  大山平原ゴルフクラブ

10月 5・19 日  第４回町軟式野球大会  名和野球場・大山野球場 

11 月 16 日 ( 日 )  第４回町バドミントン大会  大山総合体育館

 11 月  下旬  第４回町駅伝競走大会  名和陸上競技場ほか

11月 23 日 ( 日 )  第４回町ソフトバレーボール大会  大山農業者トレーニングセンター

 １月  １日 ( 祝 )  町元旦マラソン  名和神社発着

 ２月 11 日 ( 祝 )  第３回町卓球大会  名和農業者トレーニングセンター 

 ３月 １日 ( 日 )  第４回町綱引大会  名和農業者トレーニングセンター

※
各
地
区
盆
野
球
大
会
は
地
区
公
民
館
主
催
、
郡
民
体
育
大
会
は
郡
体
育
協
会
主
催
事
業

注
）
大
会
日
程
・
会
場
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
各
大
会
要
項
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

大山町・嘉手納町人材育成交流事業
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大山町・嘉手納町人材育成交流事業

今後もこの交流大切に・・   合併前の大山町と沖縄県嘉手納町が、

ともに国体のソフトボール会場になった

ことが縁で毎年交互に訪問しているこの

交流事業も、今年は２０回目という記念

の年を迎えました。

　

節
目
と
な
る
今
回
は
、
嘉
手
納
町
の
真

喜
屋
清
教
育
長
が
児
童
16
人
（
小
学
５
年

生
）、
引
率
者
３
人
の
交
流
団
に
同
行
し

て
表
敬
訪
問
さ
れ
、
今
後
も
こ
の
交
流
事

業
を
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
合

う
好
機
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
事
業
は
、
18
年
夏
の
嘉
手
納

町
訪
問
団
か
ら
、
参
加
者
を
町
内
全
体
か

ら
募
っ
て
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
嘉
手

納
町
の
児
童
た
ち
は
、
１
月
29
日
か
ら
２

月
１
日
ま
で
の
３
泊
４
日
の
日
程
で
、
町

内
小
学
５
年
生
児
童
の
８
家
庭
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
し
な
が
ら
、
ス
キ
ー
体
験
や
学
校

訪
問
を
通
し
て
本
町
児
童
ら
と
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

中山小オリジナルクイズを楽しみました

「たばこする」ってどういうこと？

　

29
日
昼
前
に
那
覇
空
港
を
出
発
し

た
嘉
手
納
町
交
流
団
は
、
午
後
５
時

過
ぎ
に
大
山
町
公
民
館
に
到
着
。
関

係
者
の
歓
迎
を
受
け
て
民
泊
家
庭
の

児
童
、
保
護
者
と
対
面
し
ま
し
た
。

お
互
い
に
ド
キ
ド
キ
、
わ
く
わ
く
。

少
し
緊
張
し
な
が
ら
あ
い
さ
つ
を
交

わ
し
て
、
相
手
の
様
子
を
気
遣
い
な

が
ら
、さ
あ
交
流
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

翌
日
は
朝
か
ら
寒
い
日
に
な
り
ま

し
た
。
嘉
手
納
町
の
児
童
た
ち
は
、

到
着
の
夜
、
民
泊
家
庭
で
防
寒
対
策

を
し
て
も
ら
っ
て
感
動
し
ま
し
た
。

冷
房
は
あ
っ
て
も
、
暖
房
は
初
め

て
の
体
験
で
す
。
ま
ず
仁
王
堂
公
園

の
高
さ
約
９
メ
ー
ト
ル
の
カ
ラ
ス
天

狗
像
の
前
で
、
気
温
２
〜
３
度
の
空

気
の
感
触
と
と
も
に
記
念
撮
影
。
そ

の
あ
と
、
高
田
工
業
団
地
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
（
株
）
で
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ

ア
の
製
造
工
程
な
ど
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
工
場
見
学
を
し
ま
し
た
。

　

学
校
訪
問
で
は
中
山
小
学
校
を
訪

問
。
全
校
あ
げ
て
の
拍
手
の
な
か
体

育
館
に
入
場
す
る
と
い
う
盛
大
な
歓

迎
を
受
け
、
踊
り
慣
れ
た
沖
縄
伝
統

舞
踊
の
「
エ
イ
サ
ー
」
を
み
ご
と
に

メ
ド
レ
ー
曲
に
あ
わ
せ
て
披
露
し
ま

し
た
。
嘉
手
納
町
の
児
童
た
ち
か
ら

は
「
拍
手
の
な
か
入
場
す
る
歓
迎
に

び
っ
く
り
」「
金
管
バ
ン
ド
の
演
奏

が
す
ご
く
上
手
で
し
た
」「
方
言
や

地
元
の
特
色
な
ど
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
で

ク
イ
ズ
に
し
た
交
流
会
は
、
と
て
も

面
白
か
っ
た
で
す
」
と
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
、
お
互
い
に
の
気
持
ち
の
通

い
合
う
良
い
交
流
に
な
り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
嘉
手
納
町
の
児
童
た
ち
が

待
ち
に
待
っ
た
ス
キ
ー
交
流
。
疲
れ

も
寒
さ
も
吹
き
飛
び
、
吹
雪
の
中
も

な
ん
の
そ
の
。
指
導
員
か
ら
歩
き
方

や
滑
り
方
を
教
わ
り
な
が
ら
、
民
泊

家
庭
の
児
童
と
と
も
に
初
体
験
の
ス

キ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

■
あ
い
さ
つ
交
わ
し
て

　
　

交
流
ス
タ
ー
ト

スキーは楽し！

「これでどうかな？」

ス
キ
ー
交
流
昼
食
の
時
間
も
話
が

は
ず
ん
で
な
ご
や
か
に
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ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
が   

新
し
く
！

まちの話題

第
3
回
卓
球
大
会

　

3
月
12
日
（
水
）、
自
衛
隊
入
隊
者
を
激

励
す
る
会
が
役
場
応
接
室
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
春
、
大
山
町
か
ら
陸
上
自
衛
隊
米

子
駐
屯
地
に
入
隊
さ
れ
る
の
は
、
坂
本
龍
一

郎
さ
ん
（
押
平
２
区
）、大
田
昭
人
さ
ん
（
陣

構
）
の
二
人
で
す
。

　

会
の
な
か
で
は
代
表
し
て
坂
本
さ
ん
が
、

「
つ
ら
い
こ
と
や
逃
げ
出
し
た
い
こ
と
が

あ
っ
て
も
激
励
の
言
葉
を
思
い
出
し
、
立
派

な
自
衛
官
に
な
り
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
二
人
は
中
学
の
時
、
同
じ
野
球

部
で
汗
を
流
し
た
仲
で
す
。
こ
れ
か
ら
３
カ

月
間
、
米
子
駐
屯
地
で
厳
し
い
訓
練
が
始
ま

り
ま
す
。

　

３
月
２
日
（
日
）
第
３
回
大
山
町
綱
引

大
会
が
名
和
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
５
チ
ー
ム

で
リ
ー
グ
選
を
行
い
ま
し
た
。
熱
戦
を
繰

り
広
げ
た
結
果
、
２
年
連
続
で
萩
原
報
国

チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。　

　

順
位
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

萩
原
報
国
チ
ー
ム

第
２
位　

八
重
チ
ー
ム

第
３
位　

下
田
中
チ
ー
ム

第
４
位　

束
積
消
防
チ
ー
ム

第
５
位　

内
蔵(

田
中
）
チ
ー
ム

第
3
回
綱
引
大
会

　

2
月
10
日
（
日
）、
第
3
回
大
山
町
卓

球
大
会
が
名
和
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
10
チ
ー

ム
が
予
選
４
リ
ー
グ
に
分
か
れ
て
戦
い
、

各
リ
ー
グ
の
上
位
２
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
結
果
、

平
木
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

順
位
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　
　

平
木
チ
ー
ム

第
２
位　
　

岡
Ａ
チ
ー
ム

第
３
位　
　

上
万
Ｂ
チ
ー
ム

　

〃　
　
　

南
御
崎
チ
ー
ム

  

昭
和
59
年
度
に
導
入
し
た
ロ
ー
タ

リ
ー
除
雪
車
を
こ
の
ほ
ど
更
新
し
ま
し

た
。
除
雪
車
は
、
3
月
4
日
に
納
入
さ

れ
、
早
速
翌
日
に
大
山
寺
参
道
の
除
雪

を
行
い
、そ
の
実
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。 

　

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
と
は
、
降
り
積

も
っ
た
雪
を
遠
く
へ
飛
ば
し
た
り
、
た

ま
っ
た
雪
を
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
へ
積
み

込
む
こ
と
の
で
き
る
機
械
で
す
。
23
年

間
稼
働
し
た
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
へ
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
積
雪
時
の
道

路
通
行
確
保
の
更
な
る
向
上
を
新
ロ
ー

タ
リ
ー
除
雪
車
に
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

大山寺で早速

実力を発揮

写真左から：自衛隊に入隊する坂本さんと大田さん

みんなで一緒に「ありがたやぁ～」

自
衛
官
誕
生
！

　２月 24 日（日）保健福祉センターなわで、名

和公民館のカラオケサークル、なわカラオケフレ

ンドのみなさんによる「第 16 回あなたとわたし

の歌謡発表会」が開かれました。

　雪の降り積もる中、寒さを忘れるほどの熱気と

歓声に包まれた会場では、趣向を凝らした演出や

衣装で登場した出演者の見事な歌いっぷりに多く

の観客が魅了され、楽しい時間をすごしました。

自慢ののどを披露 
なわカラオケフレンド発表会

新ロータリー

町
各
種
大
会
結
果
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まちの話題

日本海新聞スポーツ大賞表彰式

スポーツ大賞受賞者（団体）一覧　

　

地
域
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
目
的
と
し
、
県

内
市
町
村
と
新
日
本
海

新
聞
社
が
共
催
す
る
日

本
海
ス
ポ
ー
ツ
大
賞

の
表
彰
式
が
3
月
12
日

（
水
）、
役
場
会
議
室
で

行
わ
れ
、
全
国
大
会
や

県
大
会
で
活
躍
し
た
左

記
の
方
々
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

受賞者のみなさん

表彰名 氏名（団体名） 主な選考理由

最優秀賞
　大山西小学校 6年
　　山内優太（妻木）

・県小学校水泳大会
　　6年 100 ㍍平泳ぎ 優勝
・県民スポレク祭
　　6年 50㍍平泳ぎ 2 位
・県小学校陸上競技大会
　　800 ㍍ 優勝
・県民スポレク祭
　　800 ㍍ 優勝

奨励賞
大山町体育協会
　綱引き部男子

（前田繁之部長、８人）

・おおさかシティ全日本選抜
綱引き大会
　　一般男子の部  3 位
・県綱引き選手権大会　２位

奨励賞

名和バレーボール
スポーツ少年団
（中川伸之代表、
小松鈴依主将、16人）

・平成 19 年度スポーツ少年
団交流大会
　　バレーボールの部（女
子）優勝

で
き
る
こ
と
か
ら 

は
じ
め
よ
う

名
和
中
1
年
生
が

保
育
所
交
流
と
清
掃
活
動
に
汗

　

名
和
中
学
校
1
年
生
（
71
人
）
が
地
域
で

何
か
役
に
立
つ
こ
と
を
し
よ
う
と
2
月
28
日

（
木
）、
保
育
所
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た

り
、
海
岸
沿
い
や
道
路
沿
い
の
清
掃
を
行
い
ま

し
た
。

　

名
和
保
育
所
を
訪
れ
た
Ａ
組
（
24
人
）
の
12

人
の
生
徒
は
、
3
人
1
組
に
な
り
、
園
児
の
た

め
に
選
ん
だ
巨
大
絵
本
「
９
９
９
ひ
き
の
き
ょ

う
だ
い
」
や
「
あ
り
と
す
い
か
」
を
大
き
な
声

で
丁
寧
に
読
み
聞
か
せ
た
ほ
か
、
ト
ラ
ン
プ
や

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
使
っ
た
手
品
を
を
披
露
。
あ
る

は
ず
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
が
見
事
に
消
え
る
と
、
園

児
た
ち
は
拍
手
喝
さ
い
。
出
し
物
を
終
え
た
生

徒
は
、「
ち
ょ
っ
と
緊
張
し
た
け
ど
み
ん
な
の

反
応
が
あ
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
」「
手
品
は
学

校
で
や
っ
た
時
よ
り
好
評
だ
っ
た
。
ま
た
来
た

い
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
Ｂ
組
と
Ｃ
組
の
生
徒
（
47
人
）
は
、
御

来
屋
や
木
料
方
面
の
海
岸
と
、
庄
内
方
面
へ
向

か
う
通
学
路
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し
た
。
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
拾
っ
た
ゴ
ミ
の
量
は
合
計
41
袋

に
も
な
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
、

「
想
像
以
上
の
ゴ
ミ
の
量
で
驚
い
た
け
ど
、
き

れ
い
に
な
っ
て
良
か
っ
た
」「
車
で
通
り
が
か
っ

た
人
に
声
を
掛
け
て
も
ら
っ
て
う
れ
し
か
っ

た
」
と
の
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
生
徒
の
中
に
役
立
ち

感
や
達
成
感
が
芽
生
え
た
よ
う
で
す
。

好きな食べ物が出ると園児から声が

↓キャベコン

美甘聖一さん（下大山）作
　　３月２４日撮影

　

大
根
の
上
に
キ
ャ
ベ
ツ
を
な
ら
せ
る

こ
と
に
成
功
！
大
根
と
キ
ャ
ベ
ツ
の
苗

を
接つ

ぎ
木
し
て
作
り
ま
し
た
。
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人権のつぼ 34
大山町人権交流センター TEL ０８５９－５４－２２８６

大山町茶畑１０７７－３FAX ０８５９－５４－２４１３

みんなで暮らしやすい
　　ユニバーサルデザイン
　　　　ユニバーサルサービス社会をめざして！　

な
ぜ　

今
、
注
目
さ
れ
て
い
る
の
？

　

世
の
中
に
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
人
が
生
活

し
て
い
ま
す
が
、
人
は
や
が
て
誰
で
も
高
齢
者
に
な
り
ま
す
。

　

高
齢
者
に
な
る
と
、
病
気
や
け
が
、
事
故
な
ど
に
よ
り
、
ど
う

し
て
も
身
体
が
自
由
に
動
か
な
い
と
い
う
よ
う
な
人
が
増
え
て
き

ま
す
。

　

ま
た
若
く
て
も
同
じ
よ
う
に
、事
故
と
か
、け
が
や
病
気
に
よ
っ

て
身
体
の
自
由
を
奪
わ
れ
る
場
合
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
妊
娠
中
や
小
さ
な
子
ど
も
さ
ん
を
連
れ
て
い
た
り
、
重

い
荷
物
や
大
き
な
荷
物
を
持
っ
て
自
由
に
行
動
で
き
な
い
人
も
あ

り
ま
す
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

高
齢
者
、
障
害
者
、
子
ど
も
、
女
性
、
外
国
人
と
い
っ
た
よ
う
な

誰
か
の
た
め
で
は
な
く
、
誰
も
が
安
心
・
安
全
に
生
活
す
る
た
め

の
取
り
組
み
で
す
。
今
、
世
界
で
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
広
く

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　ユニバーサルデザイン、ユニバーサルサービス

社会をつくることによって、お互いを理解し合い、

人を人として大切にする気持ちを育て、人権を大

切にし、差別のない社会づくりを実現しましょう。

お
互
い
を
理
解
し
、
思
い
や
る
心

見
え
る
障
害
と
見
え
な
い
障
害

○ 

一
人
ひ
と
り
を
み
つ
め
大
切

に
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
声

を
か
け
ま
し
ょ
う
。

○ 

自
分
に
と
っ
て
当
た
り
前
で

も
、
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
も
当

た
り
前
で
し
ょ
う
か
。

○ 

な
に
げ
な
い
行
為
が
ほ
か
の

人
の
迷
惑
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。

○ 

年
代
や
文
化
な
ど
に
よ
る
違

い
を
学
び
、
お
互
い
を
理
解
し
ま

し
ょ
う
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
や
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
視
点
で
、

社
会
を
見
直
す
と
、
き
っ
と
新
し
い

発
見
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

よ
く
障
害
者
と
い
わ
れ
ま
す

が
、障
害
者
に
も
「
見
え
る
障
害
」

や
「
見
え
な
い
障
害
」
を
お
持
ち

の
人
が
あ
る
こ
と
に
お
気
づ
き
と

思
い
ま
す
。

　

「
見
え
る
障
害
」
に
は
、
車

く
る
ま

椅い

子す

や
白
い
杖つ

え

を
使
っ
て
い
る
人
の

よ
う
に
、
あ
き
ら
か
に
障
害
を
お

持
ち
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

「
見
え
な
い
障
害
」
に
は
、
色し

き

弱じ
ゃ
くの

人
、
心し

ん
ぞ
う臓

に
埋う

め
こ
み
が
た

込
型
の
除じ

ょ
さ
い細

動ど

う

き器
や
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
埋
め

込
ん
で
お
ら
れ
る
人
の
よ
う
に
、

障
害
を
お
持
ち
だ
と
い
う
こ
と
が

外
か
ら
わ
か
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
や
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
た

り
、
取
り
組
む
と
き
に
、
障
害
者

と
い
う
囲
み
だ
け
で
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
や
観
点
で
の
対
応
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
自
動
販
売
機
は
お
金
の
投な

げ
い
れ
ぐ
ち

入
口
が
、
子

ど
も
や
高
齢
者
で
も
入
れ
や
す
い
形
に
な
っ
て

く
、
高
齢
者
や
子
ど
も
連

れ
、
赤
ち
ゃ
ん
を
連
れ
た
人
、

人じ
ん
こ
う
こ
う
も
ん

工
肛
門
や
人じ

ん
こ
う
ぼ
う
こ
う

工
膀
胱
を
使

用
し
て
い
る
人
の
た
め
の
設

備
な
ど
が
あ
っ
て
、
多
く
の

人
た
ち
に
も
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
た
り
、
品

物
の
取と

り
だ
し
ぐ
ち

出
口

が
高
い
位
置

に
あ
っ
て
車

椅
子
の
人
も

取
り
出
し
や

す
い
構
造
に

な
っ
て
い
ま

す
。

　

最
近
こ
の

よ
う
な
自
動

販
売
機
が
少

し
ず
つ
増
え

て
い
ま
す
。

▲

【
参
照
】

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方　

　
　
　

梶
本　

久
夫
監
修　

      

丸
善

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
を
創
る　
　
　
　
　
　

　
　
　

井
上　

滋
樹　

著　

岩
波
書
店

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
）　
　
　
　
　
　
　
　

 

鳥
取
県

　

障
害
者
ト
イ
レ
と
呼
ば
れ

て
い
る
ト
イ
レ
も
、
多
目
的

ト
イ
レ
と
表
記
さ
れ
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

車
椅
子
の
人
だ
け
で
な

▲
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一般・文学　　　　　　　　　　　　　　　　　その他

★キュア / 田口ランディ　　　　　　　　　　　★人生の「秋」の生き方 / 堺屋太一

★阪急電車 / 有川浩　  　 　　　  　　　　　 　★凛とした「女性の基礎力」/ 坂東真理子

★ぬばたま / あさのあつこ　　　　　　　　   　★女と男の更年期 / 小山嵩夫

★新・御宿かわせみ / 平岩弓枝　　　　　　　　★いのちを産む / 大野明子

★十津川警部鳴門の愛と死 / 西村京太郎      　　★おとなの味 / 平松洋子

★ドラキュラ城の舞踏会 / 赤川次郎　　　　　   ★崩壊する中国逃げ遅れる日本 / 宮崎正弘　　　　　

★魔女の盟約 / 大沢在昌　　　　　　　　　　　★中高生６６０人の掲示板

★鬼神の狂乱 / 坂東眞砂子　　　　　　　　　   ★みーんなダメ子だった

★たすけ鍼 / 山本一力　　　　　　　　　　　　★英語落語で世界を笑わす！ / 立川志の輔

★こころげそう / 畠中　恵　　　  　　　　　　 ★命輝ける毎日 / 中井まり　　　　　　　　　　　

エッセイ　　　　　　　　　　　　　　　　　　児童・絵本

★たった一度の人生だから / 日野原重明　      　★世界の不思議な植物 / 湯浅浩史

★遺したい言葉 / 瀬戸内寂聴　　 　　 　   　　 ★気をつけよう！ゲーム中毒 / 渋井哲也　

★日本語のゆくえ / 吉本隆明　　　　　　　　　★マリと子犬の物語 / 桑原眞ニ

★大人の見識 / 阿川弘之　　　　　　　　      　★ぎったんこばったんこ / 柚木沙弥郎　　

４月２３日は 「子ども読書の日」 です！
  「子ども読書の日」は、子どもたちの読書活動についての関心と

理解を深めるとともに子どもたちが積極的に読書活動を行う意欲を

高めるために設けられた日です。

　４月２３日から５月１２日までは「こども読書週間」。１９５９

年（昭和３４年）にはじまった「こども読書週間」も今年で５０回

を迎えます。今年の標語は「こんにちは、あたらしい本」です！

　小さなときから本を読む楽しさを知ることは、子どもが成長するためにとても大切なことです。

この機会に子どもの読書について考えてみてはいかがでしょうか。

　図書館では、たくさんの本を用意してお待ちしていますので、どうぞご利用ください。

『いちねんせいのいちにち』
おか しゅうぞう（さく）　ふじた ひおこ（え）　佼成出版社

  ４月に入り、新学期が始まりましたね。朝、学校へ登校

している子どもたちを見ると、とても微笑ましくなります。

  今回、私がおすすめする本は『いちねんせいのいちにち』

です。この本は、小学校での一日が楽しく描かれています。

はじめて読んだときは、小学校に入ったころの自分を思い

出し、当時と比べながら懐かしく読みました。

  時代が変わっても、この風景はそんなに変わらないと思

います。この本を子どもさん、お孫さんに読んであげると、

学校での話などが出てきて、その話を聞くのも楽しいかも

しれませんね。また自分の子どものころを思い出しながら読んでみるのも面白いか

もしれません。（き）

今月から司書のおすすめの本のコーナーを作りました♪
４月の図書館行事

●おはなし図書館
4 月 12 日（土）14:00 ～ 14:30

●紙芝居と工作

4 月 27 日（日）10:30 ～ 11:00

●春の うきうきわくわく お話会
4 月 20 日（日）10:00 ～ 10:30

とつげきお話隊

●ちいさなおはなし会
4 月 19 日（土）11:00 ～ 11:30

本館

名和分館

大山分館
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大山恵みの
里だより
   vol. ４

特
産
品
づ
く
り
は

　

努
力
の
積
み
重
ね

　

2
月
29
日(

金)

に
大
山
の
恵
み 

か
ら
す
天
狗
市
実
行
委
員
会
と
公
社

の
主
催
で
、
大
山
恵
み
の
里
づ
く
り

セ
ミ
ナ
ー
（
第
2
回
・
も
の
づ
く
り
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

ゆずドリンクを持ち講演する大歳先生

大
山
の
魅
力･

恵
み

　

と
は

　

今
回
は
〝
も
の
づ
く
り
〞
を
テ
ー

マ
に
、
ゆ
ず
の
加
工
品
で
名
高
い
高

知
県
馬う

ま

じ路
村
の
応
援
団
長
兼
広
報
担

当
の
大お

お
と
し歳

昌ま
さ
ひ
こ彦

氏
に
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
馬
路
村
の
成
功
例
を
紹

介
し
な
が
ら
、「
特
産
品
づ
く
り
に

特
効
薬
は
な
い
の
で
、
努
力
を
積
み

重
ね
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
笑
い
あ
り
涙
あ
り
で
内
容
の

濃
い
2
時
間
の
講
演
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
講
演
後
は
参
加
者
が
自
己

の
商
品
を
持
ち
寄
り
、
今
抱
え
て
い

る
問
題
や
悩
み
を
打
ち
明
け
、
み
ん

な
で
解
決
に
向
け
て
話
し
合
い
ま

高
知
県
馬
路
村
の
成
功
例
か
ら

  

第
2
回
恵
み
の
里
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

　

大
山
町
ブ
ラ
ン
ド
協
議
会
で
は

第
2
回
専
門
部
会
を
開
き
、「
大

山
の
魅
力
・
恵
み
」
は
何
な
の
か

を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
話
し

合
い
ま
し
た
。
意
見
と
し
て
は
、

「
水
と
土
が
恵
み
」、「
大
山
そ
の

も
の
が
魅
力
」
な
ど
多
く
の
意
見

が
出
さ
れ
、
改
め
て
大
山
町
の
魅

力
を
再
確
認
す
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
こ
の
資
料
を
基

に
大
山
町
ブ
ラ
ン
ド
の
コ
ン
セ
プ

ト
づ
く
り
、
基
準
づ
く
り
を
行
い

ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
協
議
会
専
門
部
会

  

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ワークショップの様子

※問い合わせ先

　（財）大山恵みの里公社　　　　役場大山振興課

　TEL　0859‐39‐5016　　　　TEL　0859‐53‐3313

　FAX　0859‐53‐3163　　　　FAX　0859‐53‐3163

＊公社では、新しい特産品作りのアイデア、

販路開拓についての相談に応じます。お気

軽にご相談ください。

　

今
後
も
セ
ミ
ナ
ー
や
専
門
部
会
を
継
続
開
催
し
、
町
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
「
大
山
町
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
」
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
興
味
、
関
心
を
お
持
ち
の
方
の

積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

し
た
。「
消
費
者
に
商

品
の
使
い
方
を
分
か
る

よ
う
に
表
示
し
て
あ
げ

れ
ば
良
い
の
で
は
な
い

か
」
な
ど
の
意
見
、
ア

イ
デ
ア
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
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大
阪
事
務
所
だ
よ
り

　

　池信昌隆：平成 18年 4月から町と県の人事交流で鳥取県

　　　　　　　大阪事務所に勤務しました。

　鳥取県大阪事務所（4月から名称が「鳥取県関西本部」

　　　　　　　　　　に変わります）　

　大阪市北区梅田 1‐1‐3‐2200

　大阪駅前第３ビル 22階

　☎  ( ０６) ６３４１‐３９５５ FAX( ０６) ６３４１‐３９７２

　

私
が
鳥
取
県
大
阪
事
務
所
へ
出

向
し
て
、
早
い
も
の
で
２
年
が
経
過

し
、
４
月
か
ら
大
山
町
へ
帰
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
、
大
阪
で

ど
ん
な
仕
事
を
す
る
の
か
と
ド
キ
ド

キ
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

昨
年
の
４
月
号
か
ら
、
大
阪
で
の
仕

２
年
間
を
振
り
返
っ
て

離
れ
て
知
っ
た

　

鳥
取
の
素
晴
し
さ

事
を
通
じ
て
見
た
り
聞
い
た
り
し
た

情
報
を
「
大
阪
事
務
所
だ
よ
り
」
と

し
て
掲
載
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

私
の
原
稿
は
こ
れ
で
最
後
に
な
り
ま

す
。

　

改
め
て
大
阪
で
の
２
年
間
を
振
り

返
っ
て
み
ま
す
と
、
多
く
の
方
々
と

出
会
い
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
さ
せ
て

い
た
だ
い
と
思
い
ま
す
。
大
阪
に
来

る
ま
で
は
本
当
に
「
井
の
中
の
蛙

か
わ
ず

」、

鳥
取
県
内
の
情
報
知
識
で
さ
え
満
足

で
な
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
各
機

関
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
い
た
だ

い
た
り
、
県
内
各
地
を
マ
ス
コ
ミ
の

取
材
で
訪
問
し
た
り
と
、
鳥
取
を
離

れ
て
改
め
て
鳥
取
の
素
晴
ら
し
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
西
で
鳥
取
県
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
い
ろ
い
ろ
と
体
験
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
今
ど
の
よ
う
な
情
報
、
商
品

が
関
西
エ
リ
ア
を
中
心
と
す
る
市
場

が
求
め
て
い
て
、
そ
れ
に
答
え
て
行

く
に
は
、
ど
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ

る
の
か
な
ど
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
さ
に
大

阪
事
務
所
に
来
な
け
れ
ば
感
じ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

「
現
在
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
な
情
報
の
氾
濫
す

る
時
代
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
し
て
成
功
し
て
い
る
と
こ

ろ
と
、
出
来
て
い
な
い
と
こ
ろ
と
の

格
差
は
だ
ん
だ
ん
と
拡
が
っ
て
い
っ

て
い
る
」
と
先
日
お
会
い
し
た
Ｔ
Ｖ

関
係
者
の
方
か
ら
お
話
し
を
聞
き
ま

し
た
。
今
一
度
、
足
元
を
見
つ
め
直

し
、
地
域
の
素
材
を
大
事
に
し
た
Ｐ

Ｒ
が
、
鳥
取
県
（
大
山
も
含
め
）
に

は
必
要
で
あ
る
と
痛
感
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

最
後
に
、
１
年
間
広
報
紙
の
中
で

紙
面
を
い
た
だ
い
た
こ
と
へ
の
感
謝

と
、
読
み
づ
ら
い
文
面
で
あ
っ
た
こ

と
へ
の
お
詫
び
を
申
し
上
げ
て
終
わ

り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
大
山

町
に
帰
っ
て
か
ら
は
、
大
阪
で
の
経

験
を
い
か
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

駅前第 3ビル 22 階鳥取県大阪事務所から

外を眺めた風景

地
域
の
素
材
を

　

生
か
し
た
Ｐ
Ｒ
を

用瀬流しびなＰＲでマスコミ各社をまわ

りました

鳥取学出前講座で「米子市の現状と課題」と

題して講演する野坂市長

最終回
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平成２０年４月～８月末まで適用　

　　　　　　大山町農業委員会　

　　　　　　 ☎ 0858-58-6115

作　　業　　名 協　定　額 備　　　考

田 植 え
機 械 植 え
　　　（１０a当り）

６，６００円 側条施肥付５００円加算

一般労務 ８００円
１．１時間当り
２．時間経過の際は適宜加算
３．葉たばこ・ネギ調理含む

耕 運 機・
トラク
ター

　　　（１０a当り）
荒 起
こ な し
代 か き
こなし・代かき同時

６，０００円
３，６００円
５，０００円
７，０００円

農地の状況により適宜加算

飼料作物
　　（１梱包当り )
梱包 ( ヘーベーラ）

大　１９０円
小　１７０円

堆　　 肥
散 布
積 み 込 み
　( ローダー使用）

２，２００円
１，２００円

１．１ｔ当りの料金とする
２．堆肥料金は別途料金とする

あ　ぜ　草　刈（１時間当り） １，８００円

   あ　ぜ　塗　り（１㍍当り） ６０円

薬　剤　散　布（１０a当り） １，０００円
ナイアガラ散布（機械代・
燃料代含）

   追　　   　　肥（１時間当り） １，０００円 機械代・燃料代含

平成 20 年前期（春季）農作業標準労賃協定表 

＊梨については、西部果樹協会（☎０８５９ー５６－６５１１）までお問い合わせください。

＊この協定額は町の標準賃金です。地区によっては相違がありますし、農地の状況によっても

異なりますので、双方の話し合いにより決定してください。

お　

知　

ら　

せ

＊　消 費 税 を 含 む　＊ 
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多
様
な

集
落
営
農
を
支
援
し
ま
す

　

小
規
模
農
家
が
共
同
で
営
農
を
行
う
集
落
営
農

は
、
当
面
、
法
人
化
を
目
指
さ
な
い
場
合
で
あ
っ
て

も
、農
作
業
の
受
託
や
農
業
機
械
の
共
同
利
用
な
ど
、

多
様
な
形
態
に
よ
り
地
域
の
水
田
農
業
を
維
持
す
る

シ
ス
テ
ム
と
し
て
有
効
で
す
。

　

県
で
は
、
こ
れ
ら
の
多
様
な
集
落
営
農
の
組
織
化

と
機
械
施
設
の
整
備
を
支
援
す
る
新
た
な
事
業
を
作

り
ま
し
た
。

■
集
落
営
農
の
組
織
化
支
援

　

実
施
主
体
：
市
町
村
、
地
域
担
い

手
育
成
総
合
支
援
協
議
会

　

内
容

　

○
集
落
営
農
世
話
人
会
の
設
置

　

○
集
落
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

（
作
付
計
画
、
機
械
利
用
計
画
な
ど
）

　

○
集
落
関
係
者
間
の
合
意
形
成
活

動（
集
落
営
農
事
例
視
察
研
修
な
ど
）

　

事
業
費
：
【
上
限
10
万
円
】

　

実
施
期
間
：
平
成
20
〜
22
年
度

（
１
地
区
１
カ
年
）

   

負
担
区
分
…
県
２
／
３
、

　
　
　
　
　
　

町
１
／
３

　

実
施
主
体
：
集
落
営
農
組
織
な
ど

　

内
容
…

　

①
農
業
用
機
械
及
び
附
帯
施
設
の

新
規
導
入
②
個
人
所
有
機
械
の
処
分

　

事
業
費
：

　

○
集
落
内
の
過
半
の
農
地
を
作
業

受
託
に
よ
り
集
積
す
る
場
合
【
上
限

１
千
万
円
】

　

○

そ

の

他

の

場

合
【

上

限 

５
０
０
万
円
】

　

実
施
期
間
（
採
択
年
度
）
：
平
成

20
〜
22
年
度
（
１
地
区
２
カ
年
）

　

負
担
区
分
…
県
１
／
３
、

　
　
　
　
　
　

町
１
／
６
、

　

集
落
営
農
組
織
１
／
２　

■
農
業
用
機
械
施
設
の
導
入

な
ど
に
必
要
な
経
費
の
支
援

【
事
業
内
容
】

【問い合わせ先】 

　町農林水産課

   ☎０８５８‐58‐６１１６

　西部総合事務所農林局

　農林業振興課

　☎０８５９‐31‐９６５２  　

障
害
者
手
帳
の

統
合
に
つ
い
て

　

鳥
取
県
で
は
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
一
元
化
な
ど
に
よ

り
、
平
成
20
年
4
月
か
ら
3
障

害
手
帳
を
統
合
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
顔
写
真
が
古
く

な
っ
て
、
本
人
確
認
が
難
し
い

手
帳
が
多
く
あ
る
こ
と
を
考
慮

し
て
、原
則
10
年
経
過
し
た
ら
、

手
帳
の
再
交
付
申
請
を
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

■
新
し
い
制
度
に
つ
い
て

　

①
手
帳
の
統
合

　

【
サ
イ
ズ
】
身
体
障
害
者
手
帳
（
縦

　
　
　
　
　

11
・
４
㌢
×
横
７
・
５

　
　
　
　
　

㌢
）
の
大
き
さ
に
統
一

　

【
形　

式
】
手
帳
を
開
か
ず
に
提

　
　
　
　
　

示
で
き
る
形
式
（
定
期

　
　
　
　
　

入
れ
様
）
に
統
一　

　

【　

色   

】
同
一
色
（
深
緑
）

　

【
表　

記
】
カ
バ
ー
は
県
章
の
表

　
　
　
　
　

記
の
み
に
。
カ
バ
ー
の

　

          

窓
か
ら
見
え
る
台
紙
の

　
　
　
　
　

表
記
は
、「
障
害
者
手

　
　
　
　
　

帳
」
及
び
「
鳥
取
県
」

　
　
　
　
　

で
統
一

　

②
手
帳
の
再
交
付

　

【
身
体
障
害
者
手
帳
】

　
　

手
帳
の
交
付
ま
た
は
再
交
付
時

　

か
ら
10
年
ご
と
に
再
交
付
申
請
が

　

必
要

　

【
療
育
手
帳（
50
歳
を
超
え
る
方
）】

　
　

10
歳
刻
み
ご
と
に
再
交
付
申
請

　

 

が
必
要

　

【
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
】　

　
　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
２
年
ご
と

    

に
更
新
（
認
定
）

　

＊
再
交
付
申
請
を
し
て
新
し
い
手

   
帳
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　

＊
現
在
所
持
さ
れ
て
い
る
手
帳
は

　

切
り
替
え
ま
で
の
間
、
そ
の
ま
ま

　

使
え
ま
す
。

　

＊
切
替
期
間
が
き
て
な
く
て
も
、

　

希
望
さ
れ
る
場
合
は
対
応
し
ま
す
。

■
再
交
付
申
請
に
必
要
な
も
の

　

再
交
付
申
請
書
、
顔
写
真
（
無
帽

正
面
上
半
身
、最
近
撮
影
し
た
も
の
。

縦
４
㌢
×
横
３
㌢
）、
印
鑑　

※
障

害
程
度
の
変
化
な
ど
に
よ
る
再
交
付

申
請
に
つ
い
て
は
、
診
断
書
な
ど
の

書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　

次
の
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す
。

　

①
住
所
、
氏
名
、
保
護
者
名
な
ど

　

が
変
わ
っ
た
と
き

　

②
手
帳
を
紛
失
・
破
損
し
た
と
き
、

　

ま
た
は
障
害
の
状
態
に
変
化
が

　

あ
っ
た
と
き

　

③
障
害
の
状
態
が
な
く
な
っ
た
場

　

合
や
死
亡
さ
れ
た
場
合

■
届
出
及
び
手
続
き
場
所

　

本
庁
福
祉
保
健
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
７　

　

中
山
支
所
総
合
窓
口
課

　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
２

　

大
山
支
所
総
合
窓
口
課　

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
３
１
１

カバーの色は深緑
ひも通し穴

手帳の表記

を統一

窓付きで

使いやすい

県章が入ります
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障
害
者
医
療
費

助
成
制
度

大
山
町

　

大
山
町
に
は
、
障
害
の
あ
る

方
の
医
療
費
を
助
成
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。
病
院
・
薬
局
で

支
払
っ
た
自
己
負
担
分
（
保
険

適
用
分
）
の
１
／
２
を
助
成
し

ま
す
。

■
対
象
は
、
左
記
の
項
目
に
す
べ
て

該
当
す
る
方

　

①
身
体
障
害
者
手
帳
（
３
級
〜
６

級
）・
療
育
手
帳
（
Ｂ
判
定
）・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
（
２
級
〜
３

級
）
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
の
方
。

　

②
６
歳
（
小
学
校
未
就
学
児
を
除

く
）
か
ら
69
歳
（
後
期
高
齢
者
医
療

対
象
者
を
除
く
）
の
方
。

　

③
所
得
税
非
課
税
の
方
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

領
収
書
（
レ
シ
ー
ト
は
不
可
）・

印
鑑
・
保
険
証
・
障
害
者
手
帳

■
助
成
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

　

歯
科
診
療
・
食
事
療
養
費
・
室
料

な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
福
祉
保
健
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
７　

　

中
山
支
所
総
合
窓
口
課

　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
２

　

大
山
支
所
総
合
窓
口
課　

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
３
１
１

ね
ん
き
ん
特
別

便
に
つ
い
て
の

相
談
日

　

社
会
保
険
庁
か
ら
ね
ん
き
ん
特
別

便
が
順
次
発
送
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

鳥
取
社
会
保
険
事
務
局
で
は
社
会
保

険
労
務
士
に
よ
る
相
談
日
を
、
大
山

町
で
設
け
ま
す
。

　

詳
し
い
日
程
な
ど
は
防
災
無
線
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
4
月
か
ら
本

庁
に
2
名（
月
に
2
回
）、大
山
支
所
・

中
山
支
所
に
各
1
名
（
月
に
1
回
）

の
社
会
保
険
労
務
士
が
来
て
み
な
さ

ん
の
ご
相
談
を
受
け
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

（
相
談
時
間　

10
時
か
ら
15
時
ま
で
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
住
民
生
活
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

国
民
健
康
保
険

　

国
保
は
、
加
入
す
る
と
き
や
脱
退

す
る
と
き
に
は
、
加
入
者
自
ら
が
届

け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

異
動
が
あ
っ
た
日
か
ら
14
日
以
内
に

届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

本
庁
住
民
生
活
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

　

中
山
支
所
総
合
窓
口
課

　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
２

　

大
山
支
所
総
合
窓
口
課　

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
３
１
１

国
保
の
加
入
・

脱
退
の
届
出
を

お
忘
れ
な
く

　

○
退
職
な
ど
で
勤
め
先
の
健
康
保

　

険
を
や
め
た
と
き

　

○
家
族
の
健
康
保
険
の
扶
養
か
ら

　

は
ず
れ
た
と
き

　

◆
必
要
な
も
の

　
　

健
保
の
資
格
喪
失
証
明
書
な
ど
、

　

印
鑑
、
既
に
国
保
の
世
帯
の
場
合

　

は
国
保
の
保
険
証

　

○
勤
め
先
の
健
康
保
険
に
加
入
し

　

た
と
き

　

○
家
族
の
健
康
保
険
の
扶
養
に

　

な
っ
た
と
き

　

◆
必
要
な
も
の

　
　

健
保
の
保
険
証
、
国
保
の
保
険

　

証
、
印
鑑

　

○
修
学
の
た
め
子
ど
も
が
他
の
市

　

区
町
村
に
住
む
と
き

　

◆
必
要
な
も
の

　
　

在
学
証
明
書
、国
保
の
保
険
証
、

　

印
鑑

■
加
入

■
脱
退

■
そ
の
他

●
届
出
場
所

＊
加
入
の
手
続
き
が

遅
れ
る
と

　

●
保
険
証
が
な
い
た
め
、
そ
の
間

　

の
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な

　

り
ま
す
。

　

●
保
険
税
は
、
加
入
の
届
出
を
し

　

た
月
か
ら
で
は
な
く
、
資
格
を

　

得
た
月
の
分
か
ら
納
め
ま
す
。
し

　

た
が
っ
て
、
届
け
出
が
遅
れ
た
場

　

合
で
も
、
加
入
し
た
月
ま
で
さ
か

　

の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め
な
け
れ

　

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

●
保
険
証
が
手
元
に
あ
る
た
め
、

　

う
っ
か
り
そ
れ
を
使
っ
て
医
療
を

　

受
け
た
場
合
に
は
、
国
保
が
負
担

　

し
た
医
療
費
を
あ
と
で
返
さ
な
け

　

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

●
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

　

し
た
と
き
、
国
保
を
脱
退
す
る

　

届
け
出
を
し
て
い
な
い
と
、
保
険

　

税
（
料
）
を
二
重
に
支
払
っ
て
し

　

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
脱
退
の
手
続
き
が

遅
れ
る
と

・
・
・

・
・
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国民年金の届出はお忘れなく

第１号被保険者

対　象：日本国内に住所を有する農林漁業・自営業の方とその配偶者や学生などの方で

            20 歳以上 60 歳未満の方。

手続き：住民登録をしている市町村の国民年金担当課。

保険料：平成２０年度は月額１４，４１０円です。納付書で直接納めたり、口座振替や

            クレジットカードを利用した納付もできます。

第２号被保険者

対　象：厚生年金保険の被保険者・共済

　　　　組合などの組合員。　原則とし

　　　　て 65歳未満。※（注）　

手続き：勤務先で厚生年金保険・共済組

　　　　合の加入の届出をすれば、自動

　　　　的に国民年金に加入となります。

保険料：国民年金の保険料は、厚生年金

　　　　保険・共済組合の制度全体で負

　　　　担（基礎年金拠出金として負担）

　　　　しますので、自分で納める手続

　　　　きをする必要はありません。

●退職し、自営業を

営むようになった

●第２号被保険者で

ある配偶者に扶養さ

れるようになった

●退職し、第２号被

保険者である配偶者

に扶養されるように

なった

●就職した

対　象：第２号被保険者の被扶養配偶者。

　　　 20 歳以上 60 歳未満。※（注）　

手続き：配偶者の勤務先を通じて社会保

　　　  険事務所に届出。　　　　　　

　　　　★配偶者が転職すればその都度

　　　　手続きが必要です。

保険料：厚生年金保険・共済組合の制度

　　　　全体で負担（基礎年金拠出金と

　　　　して負担）しますので、自分で

　　　　納める手続きをする必要はあり

　　　　ません。　　　　　　　　　　

第3号被保険者

■国民年金保険料納付は「口座振替」が便利です

　国民年金保険料は、支払いの手間や時間が省ける「口座振替」が便利です。また、口座振替によ

る「早割り」を利用すると、支払いを１カ月前倒しするだけで 50円引きになります。

●口座振替のお申込みは、米子社会保険事務所、役場（本庁・中山支所総合窓口課・大山支所総合

窓口課）または金融機関・郵便局で手続きができます。申込用紙に基礎年金番号の記入が必要です

ので、年金手帳や納付書などで基礎年金番号をご確認のうえ、金融機関届出印をもって手続きをし

てください。

■クレジットカードでの納付も可能になりました　

　クレジットカードでの納付には、役場にある「国民年金保険料クレジットカード納付（変更）申

出書」に必要事項をご記入いただく必要があります。クレジットカードおよび基礎年金番号のわか

るものをお持ちください。クレジットカードでの納付では、「早割り」はご利用いただけませんが、

カードの種類によってはポイントなどがつく場合があります。

※（注）65歳以上の厚生年金保険の加入者の場合

　厚生年金保険に加入中の場合であっても老齢厚生年金等の受給権を有している 65 歳以上の方は、国民年金第２号被

保険者となりません。その方に扶養されている配偶者（20歳以上 60 歳未満の方）は国民年金第３号被保険者になりま

せんので、第１号被保険者の届出を市町村に届け出ることになります。

●配偶者が退職し、

自営・学生・無職と

なった

●配偶者に扶養され

なくなった

●就職した

　本庁住民生活課　☎ 0859 － 54 － 5210　中山支所総合窓口課　☎ 0858 － 58 － 6114

　大山支所総合窓口課　☎ 0859 － 53 － 3311　米子社会保険事務所　☎ 0859 － 34 － 6111
■問い合わせ先
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家電リサイクル品（テレビ・エアコン・洗濯機・
冷蔵庫・冷凍庫）を処分するには 

テレビ　 エアコン　 洗濯機

冷蔵庫・冷凍庫

　家電リサイクル品を処分される場合は購入されたお店や買い替えをしたお店

または家電販売店に引き取りを依頼してください。

　購入されたお店が不明だったり、販売店に引き取ってもらえない場合は

リサイクル処理券を購入して次のようにして出してください。

リサイクル処理券

　    2,835 円

↓
リサイクル処理券

　    3,675 円

↓

リサイクル処理券

　    2,520 円

↓

■リサイクル処理券販売場所

　本庁住民生活課

　各支所総合窓口課

　大山観光案内所

　大山農村環境改善センター

　こうれいコミュニティーセンター

■テレビ・エアコン・洗濯機は

　リサイクル券を貼って「不燃粗大ゴミ」の収集日に決められた場所に出してください。

■冷蔵庫・冷凍庫は

　リサイクル処理券を貼って

名和クリーンセンター（☎ 0859‐54‐5352）

中山清掃センター　　  （☎ 0858‐58‐2544）

大山支所総合窓口課（☎ 0859‐53‐3311）

に必ず事前に電話で確認してから持ち込んで

ください。

リサイクル処理券

4,830 円～ 5,870 円

↓

■リサイクル処理券

　販売場所

大山町 指定ごみ袋販売場所

　郵便局

　※製造メーカーに

　よって金額が異な

　りますので、製造

　メーカーをご確認

　のうえ、お買い求

　めください。

大山地区↓

浅田酒店

Ａコープ大山店

エムマート

大山口薬局

トガマエヤ大山口店

宮原鍛冶鉄工所

弥生の風

こうれいコミュニティセンター

大山農村環境改善センター

大山観光案内所

大山支所総合窓口課

名和地区↓

Ａコープ名和店

金勝商店

ヘルシー名和

金田商店（御来屋）

金田商店（西坪）

コメリ 名和店

権田商店

榊原書店

たみや

西山商店

フードショップはやしばら

ポプラ名和富長店

ローソン西伯名和店

本庁住民生活課

中山地区↓

Ａコープ中山店

コーナン 中山店

瀬川商店

玉知店

角田薬店

当別当商店

平福薬局

藤田商店

フードショップいのうえ

ポプラ西伯中山店

丸合中山店

中山支所総合窓口課

■大山町指定ごみ袋は

　次の販売場所で

　取り扱っています。

　

■問い合わせ先

　本庁住民生活課　　　☎ 0859 － 54 － 5210

　中山支所総合窓口課　☎ 0858 － 58 － 6114

　大山支所総合窓口課　☎ 0859 － 53 － 3311
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入
国
管
理
局

か
ら
の
お
知
ら
せ

お　

知　

ら　

せ

案　

内

  

広
島
入
国
管
理
局
境
港
出
張
所

は
、米
子
空
港
ビ
ル
に
移
転
し
ま
す
。

■
移
転
先 

〒
６
８
４
‐
０
０
５
５

鳥
取
県
境
港
市
佐
斐
神
町
１
６
３
４

番
地　

米
子
空
港
ビ
ル
3
階

　

☎
０
８
５
９
‐
47
‐
３
６
０
０　

■
業
務
開
始
日

　

平
成
20
年
3
月
24
日(

月)

む
き
ば
ん
だ
遺
跡

新
緑
ま
つ
り入場

無
料

■
日
時　

4
月
29
日
（
火
・
祝
）

　
　
　
　

10
時
〜
15
時
30
分

■
内
容　

火
お
こ
し
チ
ャ
レ
ン
ジ
、

卑
弥
呼
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど

の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
古
代
食
な

ど
の
古
代
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
弥
生
市

（
地
元
物
産
市
）
な
ど

■
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

　

妻
木
晩
田
遺
跡
事
務
所

　

☎
０
８
５
９
‐
37
‐
４
０
０
０

よ
り
ん
彩
記
念
日

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
８

■
日
時　

４
月
29
日
（
祝
・
火
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時

■
会
場　

倉
吉
未
来
中
心　

■
テ
ー
マ　

「
わ
た
し
が
変
わ
る　

あ
な
た
も
変
わ
る 

未
来
が
変
わ
る
」

■
内
容 

グ
ル
ー
プ
討
議
と
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
で
、
こ
れ

か
ら
の
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。
※
参
加
無
料
（
ど
な

Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
フ
ェ

ス
タ
２
０
０
８
〜
知

ろ
う
乳
が
ん
、
守
ろ

う
い
の
ち
〜
入
場
無
料

■
日
時　

５
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　

10
時
〜
16
時

■
場
所　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
2
階
国
際
会
議
場

●
講
演　

『
乳
が
ん
と
は
ど
ん
な
病
気
』

『
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て
』

『
検
診
で
「
要
・
精
密
検
査
」
と
言

わ
れ
た
ら
』

講
師
…
放
射
線
科
医 

管　

智
子
さ
ん

　
　
　

乳
腺
外
科
医 

村
田
陽
子
さ
ん

『
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
診
に
つ
い

て
』

講
師
…
放
射
線
技
師 

岸
本
夕
子
さ
ん

『
検
診
の
現
状
に
つ
い
て
』

講
師
…
米
子
市
健
康
対
策
課
保
健
師

●
ト
ー
ク
シ
ョ
ー　

『
宮
崎
ま
す
み 

乳
が
ん
を
語
る
』

ゲ
ス
ト 

宮
崎
ま
す
み
さ
ん

●
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
診

　

30
歳
以
上
で
、
鳥
取
県
内
在
住
の

方
に
限
り
ま
す
。（
事
前
申
し
込
み

が
必
要
で
す
）
料
金
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
フ
ェ
ス
タ
実
行
委

員
会
事
務
局

　

☎
０
８
５
９
‐
28
‐
７
０
８
１

鳥
取
県
青
少
年

健
全
育
成
条
例

が
一
部
改
正
さ
れ
ま

し
た

〜
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
〜

　

こ
の
た
び
の
主
な
改
正
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

青
少
年
が
す
こ
や
か
に
育
つ
環

境
を
つ
く
る
よ
う
み
ん
な
で
県
民
運

動
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

　

１ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
害

　
　

情
報
へ
の
対
応
を
強
化

２ 

青
少
年
の
深
夜
営
業
施
設
へ

　
　

の
立
入
り
を
制
限

３ 

青
少
年
に
対
す
る
不
健
全
行  

  

為
へ
の
対
応
を
強
化

４ 

県
民
と
一
緒
に
取
り
組
む
姿

  

勢
を
明
確
に
追
加

５ 

青
少
年
の
規
則
正
し
い
生
活

 

習
慣
に
関
す
る
保
護
者
の
責
務

 

を
追
加

６ 

立
入
調
査
に
関
す
る
規
定
を

  

整
備

な
お
、
こ
の
条
例
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
鳥
取
県
企
画
部
青

少
年
・
文
教
課
（
☎
０
８
５
７
‐
26

‐
７
０
７
６
）
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

鳥
取
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合

嘱
託
職
員
募
集

【
勤
務
場
所
】　

　

広
域
連
合
事
務
局
（
湯
梨
浜
町
役

場
東
郷
庁
舎
２
階
）

【
採
用
予
定
人
数
及
び
職
務
内
容
】

　

２
人
（
後
期
高
齢
者
医
療
診
療
報

酬
明
細
書
に
係
る
資
格
確
認
事
務
、

医
療
費
集
計
に
関
す
る
事
務
な
ど
）

【
受
験
資
格
】

○
保
険
医
療
機
関
な
ど
で
医
療
事
務

の
経
験
が
あ
る
方
、
ま
た
は
レ
セ
プ

ト
点
検
の
経
験
が
あ
る
方

○
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
方

（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
程
度
）

【
任
用
期
間
】
平
成
20
年
６
月
１
日

か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
（
更

新
あ
り
）

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
教
養
試

験
及
び
面
接
に
よ
る
審
査

【
面
接
日
及
び
面
接
場
所
】

　

４
月
20
日
（
日
）　

　

湯
梨
浜
町
中
央
公
民
館

【
申
込
締
め
切
り
日
】

　

４
月
11
日
（
金
）
17
時
30
分
必
着

＊
受
付
時
間　

８
時
30
分 

〜
17
時

30
分
（
土
、
日
及
び
祝
日
を
除
く
）

■
そ
の
ほ
か
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合　

総
務
課

☎
０
８
５
８
‐
32
‐
１
０
９
７

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
）
パ
ネ
ル
展

示
、
バ
ザ
ー
も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

鳥
取
県
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
８
‐
23
‐
３
９
０
１
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募　

集

野
球
好
き
、
こ
の

指
と
〜
ま
れ
♪

　

大
山
町
軟
式
野
球
協
会
で
は
、
野

球
を
通
じ
て
交
流
と
親
睦
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ

を
開
催
し
ま
す
。
平
日
の
涼
し
い
時

間
に
気
持
ち
良
い
汗
を
流
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
み
な
さ
ん
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
程

　

前
期　

5
月
中
旬
か
ら
の
平
日

（
火
曜
日
〜
金
曜
日
）

　

後
期　

9
月
中
旬
か
ら
の
平
日

（
火
曜
日
〜
金
曜
日
）

■
時
間　

　

19
時
50
分
試
合
開
始
（
20
分
前
に

は
必
ず
集
合
す
る
こ
と
）

■
場
所

　

名
和
総
合
運
動
公
園
野
球
場

■
出
場
資
格

　

大
山
町
在
住
者
も
し
く
は
出
身
者

ま
た
は
勤
務
地
が
大
山
町
の
方
を
中

心
に
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
。

※
町
外
か
ら
の
試
合
出
場
者
は
3
名

以
内
を
認
め
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

登
録
用
紙
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す

の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
ご
提

出
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
無
料
（
予

定
）
で
す
。

■
応
募
締
め
切
り

　

平
成
20
年
4
月
25
日（
金
）厳
守
！

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

  

大
山
町
軟
式
野
球
協
会
事
務
局

  

役
場
大
山
支
所
大
山
振
興
課 

山
根

  

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
３
１
３

ふ
る
さ
と
大
山

活
性
化
事
業
補

助
金

　

大
山
町
を
元
気
に
す
る
地
域

活
動
を
応
援
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

区
・
部
落
ま
た
は
そ
の
共
同
体
及

び
自
主
的
に
組
織
さ
れ
た
地
域
活
動

団
体

■
対
象
事
業

　

町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
新
し
い

事
業
（
生
活
環
境
の
美
化
、
緑
化
推

進
、
世
代
間
交
流
の
た
め
の
取
り
組

み
な
ど
）

■
補
助
金
額

　

事
業
に
要
す
る
費
用
（
一
部
費
用

を
除
く
）
の
３
分
の
２
以
下
と
し
、

交
付
限
度
額
を
20
万
円
と
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
補
助
の
対
象
と
な
る
費

用
は
５
万
円
以
上
で
す
。
ま
た
収
入

が
補
助
対
象
費
用
の
３
分
の
１
を
超

え
る
場
合
は
、
補
助
対
象
費
用
の
３

分
の
１
を
超
え
る
収
入
部
分
を
本
補

助
金
か
ら
除
き
ま
す
。

■
申
し
込
み

　

平
成
20
年
５
月
30
日
（
金
）
ま
で

に
事
業
計
画
書
（
様
式
な
ど
は
左
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
情
報
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
２

事　業　名 団　体　名

 前谷金毘羅さま花祭り  上前谷

 桜の植樹による環境整備事業  萩原桜の会
 所子小さなまちなみ活性化事業  所子イベント有志の会
 豆腐製造を媒体とした地域活性化事業  国信自治会

 木と竹と地球温暖化対策
 樋口老人クラブ・林業
 グループ

 観光案内板整備事業  大山自治会

（平成１９年度補助事業）

花
づ
く
り
コ
ン

ク
ー
ル

作
品
募
集
！

　

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
山
町
で
は
、
道
ゆ
く
人
が
楽
し

め
る
よ
う
な
四
季
折
々
の
花
づ
く
り

を
し
て
い
る
方
の
作
品
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ

ん
。
道
路
沿
い
に
植
え
て
あ
る
き
れ

い
な
花
を
見
つ
け
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
一

報
を
。

◆
対
象  

　

景
観
形
成
に
貢
献
す
る
花
づ
く
り

の
活
動
を
し
て
い
る
個
人
、
団
体
を

対
象
と
し
ま
す
。
ま
た
、
上
記
の
ふ

る
さ
と
大
山
活
性
化
事
業
を
利
用
し

て
整
備
し
た
花
壇
な
ど
も
対
象
と
し

ま
す
。

◆
表
彰　

　

町
の
文
化
祭
で
表
彰
し
ま
す
。

◆
応
募
方
法

  

①
、
②
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

①
写
真
を
撮
っ
て
郵
送
ま
た
は
直
接

役
場
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
写

真
は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
）

②
担
当
課
に
電
話
で
応
募
す
る
。（
こ

ち
ら
で
写
真
を
撮
り
に
行
き
ま
す
）

◆
担
当
課

　

企
画
情
報
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
２

◆
募
集
期
間  

　

平
成
20
年
9
月
下
旬
ま
で

平成 19年度の花づくりコンクールの最優秀作品



平成 20年 4月号23

名
和
書
道
ク
ラ
ブ　

舩
原
涛
軒
合
同
書
展

お　

知　

ら　

せ

時 間 １日～１０日 １１日～２０日 ２１日～３０日
9：00 なかやま公民館まつり 大山分館まつり 名和インターチェンジ開通

10：00 赤松荒神祭

11：00

12：00

13：00

14：00 こうれいふるさと祭り なかやま公民館まつり 大山分館まつり

15：00 スポーツチャンバラ体験塾 赤松荒神祭

16：00 ありがとう香取分校

17：00

18：00

19：00 なかやま公民館まつり 大山分館まつり 名和インターチェンジ開通

20：00 赤松荒神祭

21：00

22：00

23：00

0：00 こうれいふるさと祭り なかやま公民館まつり 大山分館まつり

1：00 スポーツチャンバラ体験塾 赤松荒神祭

2：00 ありがとう香取分校

　前の週から放送している

番組は、新しい番組が準備

出来次第、差し替える予定

です。また、業務の都合に

より予定どおり放送できな

いこともありますので、ご

了承ください。放送予定が

無い時間帯については、文

字情報で行政情報などを提

供しています。

３チャンネル番組表
大山町

１日～３０日分

■問い合わせ先

企画情報課情報管理室

　☎ 0859-54-5202

４月

催　

し

　

名
和
公
民
館
サ
ー
ク
ル
名
和
書
道

ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
と
、
御
来
屋
み

ど
り
区
に
お
住
ま
い
の
舩
原
涛と

う
け
ん軒

さ

ん
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

  

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

４
月
４
日（
金
）〜
４
月
13
日（
日
）

９
時
〜
22
時　

※
４
月
７
日
（
月
）
は
17
時
ま
で

■
場
所　

名
和
公
民
館
２
階
展
示
室

■
問
い
合
わ
せ
先

　

名
和
公
民
館

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
２
６
８
８

名
和
公
民
館
4
月
行
事
予
定

■
水
道
課
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

　

【
誤
】
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
６

　

【
正
】
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
８

■
中
山
公
民
館
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

　

【
誤
】
０
８
５
８
‐
58
‐
２
２
８
６

　

【
正
】
０
８
５
８
‐
58
‐
２
３
４
５

■
大
山
公
民
館
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

　

【
誤
】
０
８
５
９
‐
53
‐
２
２
８
６

　

【
正
】
０
８
５
９
‐
53
‐
３
０
１
５

 

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

←←

お
詫
び
と
訂
正

　

3
月
15
日
号
で
3
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
し
た
役
場
各
課
の
業
務
案
内
の

記
事
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
「
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ

ン
バ
ラ
」
を
ぜ
ひ
体
験
し
て
み
ま

し
ょ
う
！

◆
日
時　

４
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　

14
時
〜
16
時

◆
場
所　

大
山
中
学
校
体
育
館

◆
指
導　

鳥
取
県
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ

体
験
講
習
会

バ
ラ
協
会

◆
内
容　

基
本
動
作
・
練
習
試
合
な
ど

※
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
動
き
や
す
い
服

装
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

★
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
っ
て
？
★

　

エ
ア
チ
ュ
ー
ブ
の
は
い
っ
た
や
わ

ら
か
く
安
全
な「
エ
ア
ー
ソ
フ
ト
剣
」

で
、
足
で
も
胴
で
も
か
ら
だ
の
ど
こ

を
打
ち
込
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
！
大
人
で
も

子
ど
も
で
も
安
全
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

大
山
公
民
館

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
０
０
３

←



日 月 火 水 木 金 土

30 31 1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 1 2 3

大山町行事カレンダー4 2008．April

広報だいせん

＊子どもの健診・予防接種・各種がん検診の日程は裏面をごらんください。

主な連絡先

■大山町役場（本庁）

　℡ 0859‐54‐3111（代表）

      総務課       ℡ 0859‐54‐5201

　　税務課       ℡ 0859‐54‐5208

　　住民生活課 ℡ 0859‐54‐5210

　　会計課       ℡ 0859‐54‐5209

　　企画情報課 ℡ 0859‐54‐5202

　　議会事務局 ℡ 0859‐54‐5213

　中山支所

　℡ 0858‐58‐6111（代表）

　　総合窓口課 

　　 戸籍・住民関係 ℡ 0858‐58‐6114

　　 福祉関係          ℡ 0858‐58‐6112

　　農林水産課 ℡ 0858‐58‐6116

　　農業委員会 ℡ 0858‐58‐6115

　　地籍調査課 ℡ 0858‐58‐6113

　大山支所

　℡ 0859‐53‐3311（代表）

      総合窓口課 ℡ 0859‐53‐3311

　　建設課       ℡ 0859‐53‐3186

　　観光商工課 ℡ 0859‐53‐3110

　　大山振興課 ℡ 0859‐53‐3313

　　　　   公社 ℡ 0859‐39‐5016

　名和分庁舎（水道課）

　℡ 0859‐54‐5204

■人権交流センター

　℡ 0859‐54‐2286

■福祉センターなかやま

　℡ 0858‐49‐3012

■保健福祉センターなわ

　℡ 0859‐54‐5207

■保健福祉センターだいせん

　℡ 0859‐39‐5018

■中山農村環境改善センター

　℡ 0858‐58‐6124

■教育委員会

　学校教育課 ℡ 0859‐54‐5211

　幼児教育課 ℡ 0859‐54‐5219

　社会教育課 ℡ 0859‐54‐5212

■教育研究所

　℡ 0859‐54‐5221

■中山公民館

　℡ 0858‐58‐2334

■名和公民館

　℡ 0859‐54‐2688

■大山公民館

　℡ 0859‐53‐3003

■町立図書館

　℡ 0858‐49‐3010

　名和分館

　℡ 0859‐54‐2688

　大山分館

　℡ 0859‐53‐3003

人権相談１３：３０～１６：００
役場中山支所

人権相談
９：００～１２：００
人権交流センター

犬・ねこのひきとり
１０：００～
　中山支所総合窓口課
１０：３０～
　役場本庁住民生活課
１１：００～
　大山支所総合窓口課

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターなわ

健康相談（受付１３：３０～
１４：００）保健福祉センターなわ

育児学級１０：００～１１：３０
保健福祉センターなわ

2008 FINAL EVENT
大山の春を楽しむまつ
り in 香取
１０：００～１6：００
香取ミルクプラント
（雨天の場合：大山農村環境改
善センター）

栄養相談
１３：４５～１５：００
保健福祉センターなわ

３Ｂ体操９：３０～１１：００
中山農村環境改善センター

■小･中学校

　中山小学校

　℡ 0858‐58‐2439

　名和小学校

　℡ 0859‐54‐2070

　大山西小学校

   ℡ 0859‐53‐3228

　大山小学校

   ℡ 0859‐53‐3104

　中山中学校

   ℡ 0858‐58‐2014　

　名和中学校

   ℡ 0859‐54‐2024　

　大山中学校 

　℡ 0859‐53‐3020

大山口農具市
１０：００～
ＪＲ大山口駅周辺

すくすく広場
１０：００～１１：３０
ふれあい会館

３Ｂ体操
９：３０～１１：００
中山農村環境改善センター

人権相談
１３：００～１６：００
保健福祉センターだいせん

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターだいせん

重要文化財門脇家住宅
一般公開
４月３０日～５月６日

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターだいせん

昭和の日 憲法記念日

第 22回名和公顕彰
弓道大会
１０：００～

名和神社弓道場

大山春の一斉清掃
９：００～
大山博労座第４駐車場集合

各小・中学校始業式

5 月

太平記ウォーク
９：００～

ＪＲ御来屋駅集合

各小・中学校入学式

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターなわ

３Ｂ体操
１３：３０～１５：００
保健福祉センターだいせん

すくすく広場
１０：００～１１：３０
ふれあい会館

すくすく広場
１０：００～１１：３０
ふれあい会館

行政相談
９：３０～１２：００
保健福祉センターなわ

行政相談
１３：００～１６：００
保健福祉センターだいせん

行政相談９：３０～１２：００
福祉センターなかやま

スポーツチャンバラ
体験講習会
１４：００～１６：００
大山中学校体育館

第 7回町民ゴルフ大会
９：００～
神田ゴルフクラブ

ちいさなおはなし会
１１：００～１１：３０
大山公民館

おはなし図書館
１４：００～１４：３０
町立図書館本館

紙芝居と工作
１０：３０～１１：００
町立図書館本館

春の うきうきわくわく
お話会
１０：００～１０：３０
町立図書館名和分館

藤まつり
５月３日～５月５日
住雲寺

心配ごと相談
９：３０～１１：３０
各福祉センター

心配ごと相談９：３０～
１１：３０各福祉センター

法律相談
９：３０～１１：３０
保健福祉センターだいせん

春の全国交通安全運動
4 月６日～ 4月１５日



種 別 月日 場所 受付時間 対象 その他

健
診

歯科健診・

フッ素塗布
4月 11 日（金）

保健福祉センター

なわ
13:00 ～ 13:30

1 歳～小学校就

学前の幼児（6

カ月に 1 回受け

る）

歯のアンケート、

フッ素手帳、歯

ブラシ、コップを

お持ちください

乳幼児健診

4月 18 日（金）
中山農村環境改善

センター

13:00 ～ 14:30
3 カ月～ 2 歳 6

カ月

母子健康手帳を

お持ちください
4月 24 日（木）

保健福祉センター

なわ

5月  8 日  （木）
保健福祉センター

だいせん

1歳6カ月・

3歳児健診

4月　9日（水）
保健福祉センター

だいせん
13:00 ～ 13:30

1 歳 6 カ月児・3

歳児
個人通知します

4月 18 日（金）
中山農村環境改善

センター

予
防
接
種

ＢＣＧ 4月 28 日（月）
保健福祉センター

なわ
13:00 ～ 13:30

3 カ月～ 6 カ月

未満の未接種者
個人通知します

ポリオ

4月　8日（火）
保健福祉センター

なわ
13:00 ～ 13:30

３カ月～７歳６

カ月未満の未接

種者

個人通知します

4月 17 日（木）
保健福祉センター

だいせん

子どもの健診・予防接種のお知らせ

※ 1歳６カ月児・３歳児健診についての注意事項

　お住まいの各地区 ( 大山・名和・中山 ) で受けることが基本となります。

　他の地区でも受けられますが、その場合申し込みが必要となります。福祉保健課にご連絡ください。

4月 1日～ 5月 10 日までのお知らせを載せています。

健康づくり、健康相談、介護予防教室のお知らせ

種 別 月　日 場　所 時　間 内　容

3B 体操

4月 11 日（金）

4月 18 日（金）

5月  2 日（金）

保健福祉センター

だいせん
13:30 ～ 15:00 ストレッチ体操、ベル・ベル

ター・ボールを使って音楽に

あわせて体を動かします。

運動のできる服装でお出かけ

ください。

4月  7 日（月）

4月 21 日（月）

保健福祉センター

なわ
13:30 ～ 15:00

4 月 11 日（金）

4月 25 日（金）

5月  9 日（金）

中山農村環境改善

センター
9:30 ～ 11:00

大山町地域包括

支援センター

医師　健康相談

4月 25 日（金）
保健福祉センター

なわ

( 受付）

13:30 ～ 14:00

骨密度測定、骨に関する相談、

医師・保健師・栄養士による

各種疾病の相談、心の相談。

どなたでも利用できますので

お出かけください。

種 別 月　日 場　所 時  間 対　象 内　容

育児学級 4月 25 日（金）
保健福祉セン

ターなわ

（受付 9:45 ～）

10:00 ～ 11:30

保育所に行っ

ていない親子

  絵本の読み聞かせ

  なかよし遊び

すくすく

広場

４月 11日（金）

４月 18日（金）

 5 月  ２日（金）

5月  ９日（金）

ふれあい会館 10:00 ～ 11:30

保育所に行っ

ていない親子

と妊産婦

季節の遊び

栄養相談 4月 28 日（月）

保健福祉セン

ターなわ
＊ BCG 予防接種

の場で行います

13:45 ～ 15:00
３カ月～１歳

児の保護者

離乳食のミニ講話、

試食、栄養士、保健

師の相談

その他の教室・相談のおしらせ

☆あそびにおいでよ！大山町ふれあい会館　TEL ０８５９－５４－２３９５
地域子育て支援センター 開館時間　月曜日～金曜日（祝日は除く）9:30 ～ 17:00 ○子育て中のふれあいの場として、い
つでも保護者同伴で、自由に楽しむことができます。（おもちゃ・絵本・遊具あり）○行事はどなたでも参加できます　
○いつでも子育て相談できます（個別相談もできます）　○たんぽぽ通信（月１回）発行

☆子どもの健診・予防接種、各種検診、健康

相談、健康づくりなどに関することは

保健福祉センターなわ 福祉保健課

ＴＥＬ　０８５９－５４－５２０７

☆介護保険、介護予防に関することは

保健福祉センターなわ 大山町地域包括

支援センター　　　　

ＴＥＬ　０８５９－５４－２２２６

ＴＥＬ　０８５９－５４－５２０７

（問い合わせ・相談先）

平成 20年度各種健診（検診）
　大山町は、40歳代、50 歳代という若い世代から、生活習慣病や脳梗塞、がんにかかる方が多く見られます。

いつまでも元気で過ごすために、①自分の体の状態を知る、②不適切な生活習慣を改善するために、各種検診

を受けましょう。

＊検診該当票は、４月中旬に検診の対象になる方に送付します。なお、該当票の再発行はできませんので、大

切に保管ください。検診には必ず該当票、保険証をお持ちください。（忘れると受診できません !!）

集団健診（検診）　　日程、場所、料金などは、該当票と一緒に配布される案内文をお読みください。
健診（検診）名 対象：平成 21年 3月 31 日時点の年齢 内    容

健康診査

40 歳～ 74 歳（特定健診）

20歳～ 39 歳（39 歳以下の健診）

75歳～（75 歳以上の健診）

問診、診察、計測（身長、体重、腹囲）、

検尿、血圧、血液検査（脂質・血糖値・

肝機能など）

肝炎ウィルス検査
40 歳～ 70 歳で過去 B・Ｃ型肝炎ウィル
ス検査を受けてない方

血液検査を特定健診の時に実施

前立腺がん検診 50 歳以上の男性 血液検査を特定健診の時に実施

肺がん検診 40 歳以上 胸部レントゲン検査

大腸がん検診 40 歳以上 1回分の便を 2個のスティックにとる

胃がん検診 40 歳以上 胃部バリウム検査

子宮がん検診 20 歳以上の女性 頸部細胞診

乳がん検診 40 歳以上の女性（2年に１回受診する） 乳視触診とマンモグラフィ

医療機関健診（検診）　　［対象、内容、料金］集団健診と同じ
●健康診査、肝炎ウィルス検査：［実施期間］平成 20年６月～ 10月予定

 キマチ医院、菅医院、小谷医院、大山診療所、佐々木医院、大山口診療所、名和診療所

●子宮がん検診、乳がん検診：［実施期間］　平成 20年 7月～ 21 年 2月予定（博愛病院のみ：21年 1月～ 2月）

子宮がん検診
佐々木医院、博愛病院、鎌沢マタニティークリニック、脇田産婦人科医院、中曾産婦人科医院、

名和診療所、井田レディースクリニック、ミオ・ファティリティ・クリニック

乳がん検診
山陰労災病院、博愛病院、母と子の長田産婦人科クリニック、米子医療センター、

新田外科胃腸科病院、赤碕診療所

国民健康保険人間ドック　
〔対象〕40 歳～ 74 歳（国民健康保険加入者）　〔実施期間〕平成 20年７月～ 21年２月

〔内容〕健康診査、腫瘍マーカー、腹部超音波検査、胃がん・大腸がん・肺がん検診

〔実施機関〕小谷医院、佐々木医院、大山口診療所、山陰労災病院、 真誠会セントラルクリニック、

                博愛病院、保健事業団

　保険証と一緒に案内文を送付しますので、よくお読みください。

　人間ドックと健康診査、がん検診は重複して受診することはできません。




